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【目  的】  
全奇胎と部分奇胎の搔爬週数の傾向を比較し、 1980 年から 2014 年における
2 病院での奇胎後続発症（絨毛性腫瘍）の割合を評価した。  
【対象および方法】  
全奇胎と部分奇胎の患者 1334 人を後方視的に研究した。患者の医療情報を
評価し、 7 つの年代に割り当てた。 GroupA： 1980～ 1984 年、 GroupB： 1985～
1989 年、 GroupC： 1990～ 1994 年、 GroupD： 1995～ 1999 年、 GroupE： 2000～
2004 年、 GroupF： 2005～ 2009 年、 GroupG： 2010～ 2014 年  
【結  果】  
奇胎後の患者数は 35 年間にわたり、徐々に減少した。全奇胎の搔爬週数は
1980～ 1984 年で 12.3±3.7 週、2010～ 2014 年で 9.1±0.91 週、部分奇胎の在
胎期間は 1980～ 1984 年で 12.6±3.7 週、 2010～ 2014 年で 10.3±3.4 週であ
った。全奇胎後の続発率は 1980～ 1984 年 18.9%、2010～ 2014 年で 37.5%（ 18.9
～ 37.5％）であり、 35 年間で明らかな変化はなかった。  
 
【考  察】  
過去 35 年間に全奇胎・部分奇胎の母体年齢は徐々に上昇し、搔爬週数は約 2
週間程度短縮した。母体年齢の上昇は少子化の現状を反映し、搔爬週数の短縮
は超音波断層法の普及によると考えられる。過去 35 年間の全奇胎・部分奇胎後
の続発率は低下しなかった。更に全奇胎・部分奇胎続発の有無による母体年齢・
搔爬週数の比較では続発症を発症した症例の年齢は有意に高く、搔爬週数は有
意に短縮していた。奇胎後続発症は奇胎搔爬週数ではなく、母体年齢や奇胎自
体の悪性度が関与しているのではないかと推定される  
【結  論】  
胞状奇胎搔爬週数は続発症発生に影響を及ぼさない。  
